
第３次 健康日本２１扶桑町計画 概要版 

本町においては、平成25年度に策定し、平成30年度に部分見直しを行った「 第２次 健康日本２１扶桑

町計画」に基づき、住民の皆さんの健康づくりを推進してきました。令和６年度に、この計画の期間が終了

したため、この度、令和７年度から令和18年度までを期間とする第３次計画を策定しました。 

＜第３次計画のポイント＞ 

■国の健康日本21（第３次）の方向性（①健康寿命の延伸と健康格差の縮小、②個人の行動と健康状態の

改善、③社会環境の質の向上、④ライフコースアプローチを踏まえた健康づくり）を踏まえ、誰もが無理

なく健康行動がとれる 自然に健康になれる環境づくり」を目指し、健康づくり＝地域づくり（まちづく

り）という考えのもと、各種取組を推進する。 

■ライフコースアプローチ（妊娠期から高齢期に至るまでの人の生涯を経時的に捉えた健康づくり）を踏ま

え、施策を展開する。 

■「 性性」を新規に項目立て、性性特有の健康課題の解決に向けた取組を明記し、骨粗鬆症検診受診率など

を目標に設定した。 

■新型コロナウイルスなど感染症はもとより、がんなど非感染症疾患にも対抗する力を高めるため、免疫力

向上に着目した取組を推進する。 

＜第２次計画の評価からみた本町の健康課題＞ 

・糖尿病患者の医療費割合が増加傾向にあります。 

・男性の肥満者が増加しています。 

・20代性性の朝食欠食者が増えています。 

・バランスの良い食事をしている人が減少しています。 

・新型コロナウイルス感染症拡大等を背景に運動習慣者の減少傾向がみられます。 

・腰や足の関節に痛みのある高齢者が増加しています。 

・睡眠による休養を十分にとれない人が増加しています。また、ストレスを感じている人も増えています。 

・生活習慣病のリスクを高める量の飲酒をしている人が増加しています。 

・妊娠中に喫煙している人が増加しています。 

・歯科医療受診率と１人あたりの医療費が増加傾向にあります。 

＜本町の課題解決に向けた取組＞ 

■メタボリックシンドローム該当者の増加、男性の肥満者の増加、運動習慣者の減少、睡眠による休養が十

分とれない人の増加など第２次計画の評価の過程で浮かび上がってきた課題を解決するため、 自然に健

康になれる環境づくり」を念頭に、これまで進めてきた 生活習慣の改善」にかかる取組を引き続き実施

する。また、ライフコースアプローチの観点で、 働き盛り」を新規に項目立て、意識的にアプローチし

ていく。 



＜基本理念＞ 

本町では、第２次計画において健康寿命の延伸と健康格差の縮小を目指し、住民の誰もが、あせらず、明

るく、前向きに健康づくりに取り組んでいけるよう、町行政が柔軟に支援しながら、住民といっしょに、ま

ちぐるみの健康づくりを進めてきました。これは 自然に健康になれる環境づくり」と ライフコースアプ

ローチ」という新たな視点も含め国の健康日本２１の方向性に合致しており、第３次計画においては、これ

を継承していきます。 
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＜基本的な視点＞ 

▶地域のつながりや関係者の連携を重視した取組の推進 

▶ライフコースアプローチを踏まえた施策の推進 

▶生活習慣病等の予防と早期発見の推進 

▶こころの健康づくりの推進 

▶精度の高い情報提供の推進 

▶免疫力に着目した取組の推進 

▶誰一人取り残さない健康づくりの推進 

＜施策の展開＞ 

Ⅰ 生活習慣病の予防 

１ 循環器疾患（心疾患､脳血

管疾患）､糖尿病 

□健康マイレージ事業の充実「□情報提供・相談支援の推進「□糖尿病歯

科健診の継続実施「□健（検）診の受診率向上 

２ がん 
□がん検診の未受診者への受診勧奨「アピアランスケア用品の補助「  

□ＨＰＶワクチンの接種勧奨 等 

Ⅱ 生活習慣の改善  

１ 栄養・食生活 
□保護者向け栄養・食生活指導「□「 食の健康チャレンジプロジェクト」

の周知「□免疫力の向上に着目した健康レシピの普及 等 

２ 身体活動・運動 
□健康づくりリーダーなどの育成「□「 あいち健康チャレンジ」の継続実

施「□一般介護予防事業の推進 等 

３ 休養・こころの健康づくり 
□こども家庭センターの充実と周知「□ストレスと休養等についての情

報提供 等 

４ 飲酒 
□生活習慣病のリスクを高める飲酒量の周知「□妊婦への飲酒の影響に

ついての知識の普及啓発 等 

５ 喫煙 
□喫煙が胎児や子どもに及ぼす影響についての知識の普及啓発「□禁煙

方法および禁煙外来について情報提供 等 

６ 歯と口腔の健康 
□ライフステージに応じた歯科疾患の予防の推進「□歯科健診の受診率

の向上「□口と全身の健康の関係について情報提供 等 



Ⅲ ライフコースアプローチの観点による生涯を通じた健康づくり 

１ 子ども 
□産後うつの早期発見・予防のための取組「□乳幼児健康診査や保健指

導の充実「□子どもの運動習慣の定着 

２ 高齢者 □健康づくり教室・健康相談の充実「□地区サロンの運営支援 等 

３ 性性 
□子宮頸がん検診、乳がん検診の受診率の向上「□プレコンセプション

ケア等の若い性性への支援 等 

４ 働き盛り 
□「 そうう健康マイレージ」の普及「□食事の適正量や食事バランスの情

報発信 等 

Ⅳ 地域で支える健康づくり 

１ 自然に健康になれるまち

づくり 

□スポーツイベントの充実「□木曽川扶桑緑地公園の維持管理「□禁

煙・分煙化を推進 等 

２ 地域のつながりでつくる

住民一人ひとりの健康 

□地域において健康づくりを担う人材の育成「□民間企業や関係団体

等との連携体制を構築 等 

＜主な指標＞ 

Ⅰ 生活習慣病の予防 

１ 循環器疾患（心疾患､脳血管疾患）､糖尿病 

指  標 
基準値 

(令和５年度) 
▶▶▶ 

目標値 
(令和17年度) 

○標準化死亡比の減少 【人口動態保健所・市区町村別統計】    

 ・心疾患     （男性） 
73.4 

(平30～令４) 
▶▶▶ 減らす 

          （女性） 
78.5 

(平30～令４) 
▶▶▶ 減らす 

 ・脳血管疾患   （男性） 
78.9 

(平30～令４) 
▶▶▶ 減らす 

          （女性） 
76.1 

(平30～令４) 
▶▶▶ 減らす 

２ がん 

指  標 
基準値 

(令和５年度) 
▶▶▶ 

目標値 
(令和17年度) 

○標準化死亡比の減少 【人口動態保健所・市区町村別統計】    

 ・がん      （男性） 
92.7 

(平30～令４) 
▶▶▶ 70以下 

          （女性） 
101.2 

(平30～令４) 
▶▶▶ 75以下 

Ⅱ 生活習慣の改善 

１ 栄養・食生活 

指  標 
基準値 

(令和５年度) 
▶▶▶ 

目標値 
(令和17年度) 

○主食、主菜、副菜がそろった食事を１日３食摂取する人の増
加                    【意識調査】 

46.7％ ▶▶▶ 59.0％以上 

２ 身体活動・運動 

指  標 
基準値 

(令和５年度) 
▶▶▶ 

目標値 
(令和17年度) 

○運動習慣者の増加     【特定健康診査・人間ドック】    

 ・40～74歳の男性 43.3％ ▶▶▶ 55.0％以上 

 ・40～74歳の女性 39.7％ ▶▶▶ 50.0％以上 



３ 休養・こころの健康づくり 

指  標 
基準値 

(令和５年度) 
▶▶▶ 

目標値 
(令和17年度) 

○睡眠による休養を十分とれない人の減少 
     【特定健康診査・人間ドック】 

   

 ・男性 25.1％ ▶▶▶ 18.0％以下 

・女性 27.0％ ▶▶▶ 20.0％以下 

４ 飲酒 

指  標 
基準値 

(令和５年度) 
▶▶▶ 

目標値 
(令和17年度) 

○生活習慣病のリスクを高める量を飲酒している人の減少  
【特定健康診査・人間ドック】 

   

 ・男性 10.9％ ▶▶▶ 5.0％以下 

 ・女性 5.6％ ▶▶▶ 3.0％以下 

５ 喫煙 

指  標 
基準値 

(令和５年度) 
▶▶▶ 

目標値 
(令和17年度) 

○喫煙者の減少          【特定健康診査・人間ドック】    

 ・男性 21.4％ ▶▶▶ 16.0％以下 

 ・女性 4.6％ ▶▶▶ 3.0％以下 

６ 歯・口腔の健康 

指  標 
基準値 

(令和５年度) 
▶▶▶ 

目標値 
(令和17年度) 

○定期的な歯科健診受診者の増加（年１回以上）【意識調査】 62.5％ ▶▶▶ 79.0％以上 

Ⅲ ライフコースアプローチの観点による生涯を通じた健康づくり 

１ 子ども 

指  標 
基準値 

(令和５年度) 
▶▶▶ 

目標値 
(令和17年度) 

○１週間の総運動時間 （体育授業を除く）が60分未満の児童
の割合の減少※               【意識調査】 

   

 ・小学５年生男子 18.9％ ▶▶▶ 14.0％ 

 ・小学５年生女子 17.9％ ▶▶▶ 13.0％ 

 ・中学２年生男子 4.3％ ▶▶▶ 3.0％ 

 ・中学２年生女子 11.2％ ▶▶▶ 8.0％ 

２ 高齢者 

指  標 
基準値 

(令和５年度) 
▶▶▶ 

目標値 
(令和17年度) 

○低栄養傾向高齢者（ＢＭＩ20以下）の割合の減少 
                               【意識調査】 

   

・65歳以上の男性 12.4％ ▶▶▶ 減らす 

・65歳以上の女性 29.6％ ▶▶▶ 減らす 

３ 性性 

指  標 
基準値 

(令和５年度) 
▶▶▶ 

目標値 
(令和17年度) 

○骨検診受診率の向上            【骨検診】    

・40～70歳の間で５歳刻みの年齢の女性 0.4％ ▶▶▶ 増やす 

４ 働き盛り 

指  標 
基準値 

(令和５年度) 
▶▶▶ 

目標値 
(令和17年度) 

○意識的に運動をしている40～59歳の増加  【意識調査】 62.9％ ▶▶▶ 79.0％以上 



Ⅳ 地域で支える健康づくり 

１ 自然に健康になれるまちづくり 

指  標 
基準値 

(令和５年度) 
▶▶▶ 

目標値 
(令和17年度) 

○健康づくりについて取り組むきっかけがあった人の増加 
【意識調査】 

37.4％ ▶▶▶ 47.0％ 

○健康づくりについて必要な情報が得られた人の増加 
【意識調査】 

47.8％ ▶▶▶ 60.0％ 

○健康づくりについて身近なところに必要な施設が整っている
人の増加                【意識調査】 

42.0％ ▶▶▶ 53.0％ 

○健康づくりについて一緒に取り組む仲間がいる人の増加              
【意識調査】 

36.1％ ▶▶▶ 46.0％ 

２ 地域のつながりでつくる住民一人ひとりの健康 

指  標 
基準値 

(令和５年度) 
▶▶▶ 

目標値 
(令和17年度) 

○住んでいる地域のつながりは〈強い〉と思う人の増加 
【意識調査】 

31.1％ ▶▶▶ 39.0％ 

○健康づくりリーダー等の養成 11人 ▶▶▶ 増やす 

○過去１年間に町や地域の活動に参加した人の増加                  
【意識調査】 

34.9％ ▶▶▶ 増やす 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜計画推進のイメージ＞ 
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いっしょにつくろう 笑顔かがやく健康のまち 
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